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	(案)
	【目指す社会像】共に進化できる社会・未来に夢を持てる持続可能な社会・誰もが幸せを実感できる社会 【ミッション】事業所の繁栄を通じて地域を活性化し、日本経済社会の発展に寄与する 【  ビジョン  】人口減少・高齢化やデジタル化、国際情勢の不確実性に対応し、 　　　　　　　創立60周年を契機に伝統を継承しながら新たな歴史を創る
	事業者の皆様、関係機関の皆様と共に、新たな歴史を創る
	第1章 つくる　　   産業づくり
	第2章 つなぐ　　   地域づくり

	デジタル変革（DX）
	経営支援の高度化
	事業継続力強化
	創業・新事業創出
	産官学金連携の推進
	地域振興・観光促進
	関係人口・交流の創出

	第３章｜人材づくり【つちかう】
	（体系的なキャリア教育と次世代経営層の育成）

	人材育成・リスキリング支援
	次世代リーダー育成と 従業員のスキルアップ機会提供

	働きやすい環境づくり・ 健康経営支援
	多様な人材が活躍できる 職場環境整備と健康経営の普及 業務の見える化DXの推進
	■重点項目等
	・地元就職マッチングの推進 ・継続的な人材育成・リスキリングの推進 ・健康経営優良法人認定取得や健康経営の取組支援と普及啓発


	第４章｜関係づくり【つたえる】
	（戦略的な情報発信と更なる関係性の構築）

	広報・情報発信力の強化
	ＳＮＳ・デジタル媒体を活用した 多角的な情報発信

	調査・研究機能の充実
	地域経済動向の定量分析と フィードバック
	■重点項目等
	・横断的なニーズ調査と事業展開 ・会報誌のリニューアル ・スピーディーな情報発信と会員事業所情報の共有・発信強化


	第５章｜会議所基盤づくり【つづける】
	（組織運営のＤＸ化とサービスの拡充）
	会員基盤の維持・強化
	組織率の向上と未加入事業者へのアプローチ

	政策要望・提言力の強化
	行政との対話促進と実効性のある政策提言

	職員スキル向上・組織体制強化
	専門知識の習得と柔軟な組織運営体制の構築

	安定した財政基盤の維持
	収入確保とコストの適正化
	■重点項目等
	・会員拡大と財政基盤の維持 ・委員会・部会による建設的な提言 ・青年部・女性会への活動支援 ・商工会議所のデジタル化・ＤＸの推進強化


	事務局との密な連携
	事務局と密に連携し、常に最新の予算執行 状況を把握した上で活動します。
	発言は委員会の「総意」として 出向協議会・会議では、個人の発言にな らないよう委員意見の集約をします。


	脱FAXとツールの活用
	事務連絡はFAXを廃止し、メールへ移行します。  日程調整は「調整さん」等のツールを活用します。


